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身近な情報を実践活動に生かす特別活動 
―１年「ようこそ！秋のテーマパーク」の実践を通して― 

名古屋市立Ｇ小学校 

１ 研究のねらい 

私は、自分の思いを表現しながら仲間と協力して活動することができる児童を育てたい。 

本学級の１年生の児童は、よりよい学級に向けて、「優しい気持ちが大切」「友達をたくさんつくり

たい」と発言するなど前向きな思いをもっている。私は、この先も多くの児童にそれらの思いをもち

続けてほしいと願っている。そのために、よりよい学級に向けた指針となる学級目標は、とても重要

である。しかし、１年生にとって漠然とした学級目標では、行動することが困難である。そこで、学

級目標を細分化し、具体的な行動目標を設定していく。そして、さらに自分や友達の行動のよいとこ

ろを知り、まねることは、児童がよりよい学級に向けて行動する一助となると考え、自分や友達のよ

い行動の思いの根源を理解し、深めることができるとよいと考えた。 

そこで、次の２点に重点を置き、実践に取り組むことにした。 

○ よりよい学級に向けて行動目標を明確にすること 

〇 よりよい学級に向けて行動した児童の思いを可視化し、学級全体で共有すること 

２ 研究の内容（対象：１年生 27 人 男子 16 人 女子 11 人） 

(1) 基本的な考え 

 ○ よりよい学級に向けて行動目標を明確にするための…1-1 オリジナル SDGs 

よりよい世界を目指したＳＤＧｓの理念をよりよい学級づ 

くりを目指した本実践に応用する。ＳＤＧｓの 17の目標と関  

連付けた、よりよい学級を目指すための行動目標を整理し可

視化（右の図）する。そして、それらの行動目標を意識した

活動を一人一役の当番活動や他者との関わりが求められる係

活動と関連付けて、活動を計画し実践していく。１年生とい

う発達段階に配慮し、個から集団へと段階的に拡大すること

で、活動の質を高めていきたい。 

○ よりよい学級に向けて行動した児童の思いを可視化し、学級全体で共有するための…1-1 がんばりメーター 

児童が抱く漠然とした思いを丁寧に整理し、可視化していく  

ことで、子どもたちの願いに迫った具体的な活動が生まれると  

考える。そこで、学級目標の達成に向けて日々、取り組んでい  

る当番活動や係活動を振り返る。その際、よりよい学級を目指 

すには、どんなことを意識した行動が必要なのかを明確にする。 

児童の「頑張る」という漠然とした思いの根源を具体的な活動 

と関連付けて考えることで可視化できると考えた。そして、「頑 

張る」を六つの要素（認め合い・目標・諦めない・協力・挑戦・ 

準備）として項目立て、数値化し絵グラフで表す。この絵グラ 

フを活用して、各要素を意識的に高めるように、活動内容を計 

画、実践し、振り返ることで、自分の思いを表現しながら仲間 

と協力して活動することができる児童を支えていきたい。 

もくひょう２たべもの もくひょう６　みず もくひょう１　つながり

もくひょう7エネルギー もくひょう　９　あたらしいわざ もくひょう３　けんこう

もくひょう１１きょうしつ もくひょう　１２　ものづくり もくひょう５　じぶんらしさ

もくひょう１３　てんき もくひょう８　はたらく

もくひょう１４　かわ・うみ もくひょう16　へいわ

もくひょう１７　きょうりょく

もくひょう１５つうがくろ・こうえん

こころおおきい１ねん１くみ！！みんなでSDGｓ！
もくひょう４　みんなで　かしこくなる

かんきょう（もの） ひと（ともだち）

もくひょう１０　びょうどう

・ じぶんで できることをふやして しあわせになろう

・ みんなで ちょうせんして しあわせになろう

・みずを たいせ

つにしよう
・こえを かけよう

・いきものをたいせつにしよう

・ごみを ひろおう

・たべのこしをへら

そう ・しょくじのマ

ナーにきをつけよう

・でんきを たい

せつにしよう

・いろいろなひと ちからをあ

わせよう

・みのまわりのせ

いりせいとんをし

よう

・つかえるものは

くりかえしつかお

う

・ていねいに

てをあらおう

・すきなことや、き

になったことを

やってみよう

・ざいりょうをくふ

うして つくること

をたのしもう

・あたらしいことを

みんなでかんが

えよう

・みんなにすすんで あいさつ

をしよう

・みんなのために

はたらこう

・はなしを さいご

まできこう

・ゴミをひろって

ぶんべつしよう

【1-1 オリジナル SDGs】 

【絵グラフ『1-1 がんばりメーター』】 
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(2) 実践の流れ 

  統計的な手法を生かし、次のような流れで実践を進めていくことにした。 

流れ 活動の場 活動の内容 

とらえる 帰りの会 係ごとに、行動目標に対する現在の達成度を知る。 

あつめる 学級活動  「頑張る」という言葉に込められた児童の思いを集める。 

まとめる 休み時間 「頑張る」という言葉に込められた児童の思いを『1-1 がんばりメーター』

に表す。 

よみとる 学級活動 『1-1 がんばりメーター』を基にして、次の活動について話し合う。 

生かす 学級活動・朝の会・

休み時間 
『秋のテーマパーク』を計画し、実行する。 

(3) 実践の内容（２学期の実践） 

① 題材名 

「ようこそ！秋のテーマパーク」を成功させよう 

② 目 標 

   よりよい学級に向けて行動することができるようにする。また、よりよい学級に向けて行動した

自分や友達の思いを知ることができるようにする。 

③ 統計教育上の指導目標 

   『1-1 がんばりメーター』から自分や友達の思いを知り、『1-1 がんばりメーター』を基に、自分

たちが次に意識することを話し合って決めることができるようにする。 

 ④ 実際の活動 

  【とらえる】…帰りの会 係ごとに、行動目標に対する現在の達成度を知る 

２学期に入り、１学期から取り組んできた 1-1 オリジナルＳＤＧｓ

（学級をよりよくするための 17 の行動目標）の活動内容を精選した。

17 の目標の中から、学級目標の達成に向けて、より大切にしたい目標

について児童と話し合い、六つに絞った。そして、その六つの目標の

達成を目指して、重点的に活動するグループを係活動として立ち上げ

た。児童は、目標を意識して取り組みたい係に属し、活動を計画し、

実践を積み重ねことになった。 

９月下旬、各係の活動の達成度を学級全体で振り返ることにした。振り返りでは、係ごとに、頑

張ったと思う係の（ＳＤＧｓ）瓶に評価としてドングリを入れるようにした。各係が持つドングリ

は４個で、１個は、自分のグループに入れ、残りの３個を他の係に分けて入れるようにした。特に

頑張ったと思うところには、２個以上のドングリを入れてもよいこととした。（以下、ドングリ貯金）  

振り返り後は、他の係から自分たちの係の頑張りを評価されたこ

とで、多くの児童がうれしそうな表情をしていた。「次は、もっとも

らえるように頑張りたい」と意欲が高まる係もあるなど、他の係か

ら評価され、瓶にドングリが貯まっていく様子をうれしそうに見つ

める児童の姿が見られた。 

【活動を振り返っている様子】 

【ドングリが貯まっている様子】 
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10 月下旬、２回目のドングリ貯金の様子を基に係活動の振り返りを行った。どの係にも前回よりも更

にドングリが貯まっていた。その中で、特に多くのドングリが貯まった係が二つあった。「どうして、こ

んなにたくさんのドングリが貯まったのだろう」と児童に投げ掛けた。すると、「頑張っていたから」「他

の係よりもすごかったから」という言葉が聞こえてきた。 

【あつめる】…学級活動 「頑張る」という言葉に込められた児童の思いを集める 

そこで、「どんなところを頑張っていたのだろう」

と児童に投げ掛け、振り返ることにした。まず、一人

一人、「自分の係が頑張ったこと」と、「他の係が頑張

ったこと」を振り返った。すると、「遊びを決めたと

ころ」「体操を練習したところ」「歌をつくったとこ

ろ」と具体的な活動例と関連付けながら、多くの意見

を記述する姿が見られた。その後、係ごとに集まり、

一人一人の考えを伝え合った。そして、係ごとに「頑

張った」という漠然とした言葉を「大変でも諦めなか

った」というように具体的な言葉で補足しながら、右

上のようにホワイトボードへ書き込んだ。他にも「認

め合っていること」「あいさつ運動という活動をした

こと」など多くの考えが出された。児童は、黒板に貼

ったホワイトボードを見て、「頑張る」には、係によ

って様々な見方や考え方があることに気付き、「Ａ係と

Ｃ係が同じことを書いている」「『諦めない』は、Ａ係しかないよ」など、その共通点や自分の係になか

った点に興味を抱いた様子であった。 

【まとめる】…休み時間 「頑張る」という言葉に込められた児童の思いを『1-1 がんばりメーター』に表す 

休み時間になっても、多くの児童がホワイトボードの周りに集まっ

ていた。ホワイトボードを見て、「気になったところはありますか？」

と投げ掛けた。すると、「ほとんどの係に協力って言葉があるよ」と答

え、その数を数えていた。そこで、「バラバラになっている考えをまと

めてみよう」と声を掛けた。多くの児童が賛同し、計画委員を立てる

ことになった。 

早速、計画委員の児童は、似ている言葉を探し始めた。一つ一つに

印をつけながら、自由帳に仲間分けをしていった。こうして、大きく

六つ（認め合い・目標・諦めない・協力・挑戦・準備）の要素に分類

できることに気付いた。分類し、各項目の数を数えた児童に「どうし

たら、もっと見やすくなるかな？算数でやったグラフを覚えてい

る？」と助言した。すると、計画委員の児童は、「絵グラフだね！」と

各項目の言葉に合う絵を考え始めた。算数の教科書を持ち出し、絵グラフを参考にしながら、制作して

いった。制作する中で、「この６個の言葉を掛け声みたいにしたら、みんな分かりやすいと思う」と言葉

の書き方を工夫したり、「５で線を引いたほうが分かりやすいよね」と学習したことを生かしたりしな

がら、各係の頑張りを具現化した「1-1 がんばりメーター」を完成させた。 

【A 係の振り返りの記述】 

【各係の振り返りが書かれたホワイトボード】 

【1-1 がんばりメーター】 
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【よみとる】…学級活動 『1-1 がんばりメーター』を基にして、次の活動について話し合う 

 各係の振り返りが書かれたホワイトボードと完成した『1-1 がんばりメーター』を学級全体に紹介し

学級会を行った。【以下、『1-1 がんばりメーター』からよみとる話合い】 

 学級会では、王冠が付いている「一緒に」に注目し、みんなが協力の大切さに気付いている発言や数

が少ないものに注目した発言が多くあった。グラフのよみとりを進める中で、6 要素の数が段階的に増

えている様子に気付いた児童が現れると、自分たちの係の振り返りと関連付けて考えるようになった。

そして、「一緒に」を意識して取り組むことから段階的に必要な要素を獲得していくと、自分たちも、み

んなも満足する活動になることへの気付きが広がっていった。その後、「一緒に」に注目し、力を合わせ

るためには、何が必要かについての話合いに移行した。 

 話合いの結果、「一緒に」を意識して力を合わせるためには、役割分担をすることが大切であると多く

の児童が気付いている様子であった。そして、幼稚園との交流会「秋のテーマパーク」に向けて、必要

な役割について話し合うことになった。児童は、「季節を生かした遊びの計画」、「教室の整備」、「プレゼ

ント制作」、「招待状やチラシ、看板の制作」など必要な役割を見付けることができた。この交流会の成

功を目指して、学級のみんながこれまでに意識して取り組んできた「一緒に」という強みを最大限に生

かし、その他、五つの要素全てに王冠をつけることを目指して、企画を進めていくことになった。 
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【生かす】…学級活動・朝の会・休み時間 『ようこそ！秋のテーマパーク』を計画し、実行する 

幼稚園との交流会、「ようこそ！秋のテーマパーク」に向けて、４種類のグ

ループを立ち上げての具体的な活動内容の話合いが始まった。私は、それぞ

れのグループが自信をもって企画を進めていくことができるようにするた

めに、タブレットＰＣを活用して、役割分担などの準備を支援していくこと

にした。児童は、これまでの活動の経験を生かしながら、「私は、これがやり

たい。〇〇さんは？」「あとは何がいるかな？」と互いの思いを伝え合いなが

ら、一生懸命に考える姿が見られた。 

 ① 遊びグループの企画「ドングリ釣り」、「ドングリ迷路」、「ドングリボウリング」 

   遊びグループの８人の児童は、まず、ドングリや木の葉、マツぼっくりなど、これまでに校外学

習に出掛けて、集めてきた秋の素材を見ながら、どんな遊びができそうか考え始めた。生活科の教

科書やインターネットの情報、図書室の本を参考にしながら、遊びを三つに絞っていった。そして、

それぞれが取り組みたい遊びを一つ選択し担当を決定した。 

  「ドングリ釣り」グループでは、拾ってきた木を竿にして、タコ糸に  

丸めたテープをつけて、釣り竿を完成させた。釣り場には、顔が描か 

れたドングリや木の葉がたくさんあり、「釣ったものは、二つまで持 

って帰ることができるようにしようよ」と園児が喜んでくれることを 

想像したり、「難しすぎると、幼稚園の子たちが悲しくなるよ」と園 

児たちの気持ちに寄り添ったりする会話が聞こえてきた。 

当日は、「やったあ！釣れたよ！」「持って帰っていいの？」と目を輝かせている園児たちの姿が

教室に広がっていた。「うまく釣れなかったら、テープを付け替えるよ」と優しく声を掛ける児童の

姿も見られ、頼もしさを感じることができた。 

 ② 教室デザイングループの企画 

   教室デザイングループの６人の児童は、「看板作り」と「教室飾り」  

のチームに分かれて、準備を進めることになった。「看板作り」担当の  

児童は、模造紙にカラーテープやカラーペンを使ってテーマパークが 

楽しくなるような飾りを製作していった。「みんなに似顔絵を描いても 

らって、看板に貼ろうよ」と、みんなの思いがたくさん詰まった、秋 

のテーマパークを象徴するような看板に仕上げることができた。そし 

て、その準備を終えると、「秋の音を楽しめるように、楽器を作りたい」と、パックやトレーなど家

から必要な材料を持ってきて、最後の最後までオリジナルの楽器作りの準備を進めていった。 

当日は、「この楽器を鳴らしてみて」と園児に声を掛け、園児が遊びを待っている時間も楽しめる

ように工夫する児童の姿が見られた。 

 ③ プレゼントグループの企画 

プレゼントグループ３人の児童は、ドングリとマツぼっくりを使って、クリスマスツリーの制作 

を始めた。ドングリを土台に、マツぼっくりを接着して飾り付けをしようとしたが、思い通りに接

着ができず、作業が停滞していた。しかし、「ペットボトルのキャップにドングリやマツぼっくりを

接着するとよい」さらには「残った色紙を小さくちぎって飾るときれいになる」というアイデアを

家の人や友達からもらった。その後は、ドングリに顔を描く人、ペットボトルキャップにドングリ

【４種類のグループ】 

【運営する児童の様子】 

【看板を作る児童の様子】 
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やマツぼっくりを接着する人、飾り付ける人と自ら役割分担をしてか

ら作業を進めた。さらに、「一人一個にする？」「交換してほしいって

言われたら、どうする？」と交流会本番を想定して、店の運営の練習

も進めていった。 

当日は、緊張した表情で、「どうぞ。大切にしてね」と声を掛けて

いた。気持ちに余裕が出てくると、「こっちが、おすすめです」と笑

顔で思いを園児に伝える様子も見られるようになっていった。 

 ④ 案内グループの企画 

   案内グループ 10人の児童は、招待状やチラシを担当するチーム(５人)   

と、当日の案内バスを作るチーム(５人)に分かれて準備を進めた。招待  

状・チラシチームは、絵を描く人、文章を書く人、色を塗る人に役割を 

細かく分けて作業を進めた。園児と幼稚園の先生の分、合わせて約 30人 

分を丁寧に作り上げていった。「小枝をフレームにする？」「ドングリも 

つけて、秋っぽくしたいね」と工夫を凝らす姿も多く見られた。 

当日は、自分たちが作った招待状を持って遊びに来てくれた園児を見付けて、「これ、私が書いた

よ」「今日は来てくれてありがとう」と思いを伝えている姿が見られた。園児や先生たちからも「す

てきな招待状をありがとう」と言われ、児童たちも笑顔がこぼれていた。 

(4) 実践の成果と課題（成果：○課題：●） 

実践後、「1-1 がんばりメーター」の６要素について、個別のアンケート  

（できた・すこしできた・あまりできなかった・できなかったの４段階評価）  

を行った。その結果、右のグラフのようになった。（４人ができたと回答＝  

１アイコンとした）「一緒に」を意識して、一人一人が役割をもち、仲間と 

力を合わせることができたことから、他の５要素にも影響したと考え、以下  

のような成果と課題をまとめた。 

 ○ 行動目標を設定したことで、多くの児童は、一人一人が役割をもち、その  

役割を果たしていくことが、活動を計画し実践する、主体的に活動を進める児童の姿につながった。 

○ 「頑張る」という言葉を可視化したことで、多くの児童は、一緒に力を合わせることの大切さに 

気付き、目標をもつことや挑戦すること、結果的に、粘り強く取り組むことにもつながっていくこ

とを体験的に理解できた。 

 ● 各係の評価と個別の評価では、正確な変容を見取ることはできない。今後は、集会活動に限らず、 

日常生活においても、『1-1 がんばりメーター』を活用し、個々の頑張りの変容や学級全体の変容を 

適切に扱っていく必要がある。 

３ 研究のまとめ 

『秋のテーマパーク』後、突然、一人の児童が転校することになった。その事実を知った多くの

児童から「最後に一緒に遊びたい」「手紙とかプレゼントを渡したい」などという会話が教室中から

聞こえてきた。児童のこのような姿に、私は目頭が熱くなった。「Ａさんは、このキャラクター好き

だよね」、「ぼくは、手紙の背景を作るよ」と一人の仲間のことを真剣に考え、大切にしているから

こそ聞くことができる言葉が彼らからあふれていた。今後も、自分の思いを表現しながら、仲間と

協力して活動することができる児童を目指して、支え続けていきたい。 

【プレゼントを渡す児童の様子】 

【招待状を作る児童の様子】 

【アンケートの結果】 


